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１．現状 
１）石油・天然ガス ①金融支援案件位置図 2 

ｲﾝﾍﾟｯｸｽ北ｶｽﾋﾟ海石油㈱ 

ｻﾊﾘﾝ石油ｶﾞｽ開発㈱ 
ITOCHU Oil Exploration(BTC)Inc. 

ﾓｴｺﾍﾞﾄﾅﾑ石油㈱ 
ﾓｴｺ南西ﾍﾞﾄﾅﾑ石油㈱ 

ｲﾝﾍﾟｯｸｽﾏｾﾗｱﾗﾌﾗ海石油㈱ 

ｼｴｺﾅﾐﾋﾞｱｵｲﾙｱﾝﾄﾞｶﾞｽ㈱ 

MOEX Gulf of Mexico Corporation  

帝石ｽﾘﾅﾑ石油㈱ 
ﾓｴｺ･ｿﾝﾎﾝ石油㈱ Mitsui E&P Ghana Keta Ltd. 

Idemitsu E&P Shetland  Ltd. 
INPEX U.K. Ltd. 

Nippon Oil Exploration (Niugini) Pty Ltd. 

MPDC NGUMA LIMITED 

Nippon Papua New Guinea LNG LLC (PNG) 

新日石クーロン石油開発㈱ 

日本カラボボ石油㈱ 

インペックス西コンゴ石油㈱ 

JAPAN ENERGY E&P AUSTRALIA PTY LTD 

モエコツナ石油㈱ 

Shale Gas Investment B.V. 
Cordova Gas Resources Ltd. 

日石ﾍﾞﾗｳ石油開発㈱ 
ｹｰｼﾞｰｳｨﾘｱｶﾞｰﾙ石油開発㈱ ｹｰｼﾞｰｳｨﾘｱｶﾞｰﾙ石油開発㈱ 
ｹｰｼﾞｰﾍﾞﾗｳ石油開発㈱ ｹｰｼﾞｰﾍﾞﾗｳ石油開発㈱ 

日石ﾍﾞﾗｳ石油開発㈱ 

ｲﾝﾍﾟｯｸｽ北ｶﾝﾎﾟｽ沖石油㈱ 

ｲﾝﾍﾟｯｸｽ北ｶｽﾋﾟ海石油㈱ 

ｲﾝﾍﾟｯｸｽﾊﾞﾊﾞﾙｽﾗﾙ石油㈱ 

ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ石油開発㈱ 

PE Wheatstone Pty. Ltd. 

INPEX Ichthys Pty Ltd. 

CIECO Exploration and Production (UK) Limited.   

JAPEX Montney Ltd.  

ｲﾝﾍﾟｯｸｽ北ｶﾝﾎﾟｽ沖石油㈱ 

ｲﾝﾍﾟｯｸｽ北東ﾌﾞﾗｼﾞﾙ沖石油㈱ 

債務保証事業（13社） 
出資事業（50社※） 

インペックスモザンビーク石油㈱ 

Mitsui E&P Mozambique Area 1 Ltd. 

日本南サハ石油㈱ 

Diamond Resources Exmouth Pty. Ltd. 

INPEX Gulf of Mexico Co., Ltd. 

ﾊﾟﾝﾊﾟｼﾌｨｯｸｴﾈﾙｷﾞｰ㈱ 

Cutbank Dawson Gas Resources Ltd.  

INPEX Gas British Columbia Ltd.(IGBC) 

㈱ジャペックスガラフ 

コスモアシュモア石油㈱ 

※JX日鉱日石半島ﾏﾚｰｼｱ石油開発㈱ ﾏｰﾚｲ石油㈱ 
JX日鉱日石ｻﾗﾜｸ陸上石油開発㈱ 

ｲﾝﾍﾟｯｸｽ北西サバ沖石油 

JX日鉱日石ｶﾀｰﾙ石油開発㈱ 

JAPEX UK E&P CENTRAL LIMITED 

(平成27年3月末現在） 

JAPEX Montney Ltd.  

インペックス南西サバ沖石油株式会社 
JX日鉱日石サバ深海石油開発株式会社 

※1   JX日鉱日石半島ﾏﾚｰｼｱ石油開発㈱は、2011年1月にジャパンエナジーマレーシア石油開発㈱と新日石開発・半島マレーシア石油開発㈱
（何れも2008年11月機構出資採択）が合併したもの。このため出資対象事業の社数は同社を2社とカウント。 

※2 平成25年度中に清算結了済のケージー・バボ石油開発㈱、平成26年度中に清算結了済のCIECO E&P （Faroe) Ltd.を含む。 
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累計出資額推移 債務保証残高推移 
(平成27年3月末現在） 

平成26年度末 
出資累計額3,985億円 

地域別内訳 

南北アメリカ 
1438億円 

36% 

アジア・ 
オセアニア 
1202億円 

30% 

アフリカ 
664億円 

17% 

ロシア等 
331億円 

8% 

中東 
290億円 

7% 

欧州 
60億円 

2% 
平成26年度末債 

務保証残高8,234億円 
地域別内訳 

 
アジア・ 
オセアニア 
3667億円 

45% ロシア等 
2843億円 

34% 

南北アメリカ 
1614億円 

20% 

欧州 
110億円 

1% 
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     探鉱出資 

     探鉱融資 

     債務保証 

     資産買収出資 

● レアメタル・レアアース 

パルマー 
（亜鉛、銅） 

ジブラルタル 
（銅、モリブデン） 

ソルトンシー 
（リチウム） 

チョイスル・イザベル 
（ニッケル・コバルト） 

ソロモン 
（ニッケル・コバルト） 

菱刈 
（金・銀） 

ナモシ 
（銅・金） 

アラシャ 
（ニオブ） 
アラシャ 
（ニオブ） 

ケチュア 
（銅） 

ロスガトス 
（亜鉛、鉛） 

シエラゴルダ 
（銅） 

カセロネス 
（銅、モリブデン） 

カセロネス 
（銅、モリブデン） 

マウントウェルド 
（レアアース） 

西豪州 
（鉄） 

サウスダウン 
（鉄） 

プラットリーフ 
（白金族） 

タヤン 
(アルミナ) 

低品位銅鉱床開発 
（銅・金） 

オラロス 
（リチウム） 

（平成27年3月末現在） 
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債務保証残高推移 

債務保証残高（億円） 件数 
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海外探鉱融資残高推移 

海外探鉱融資額（億円） 件数 

1 1 1 3 

390 
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累計出資額推移（探鉱+資産買収） 

累計出資額推移（探鉱+資産買収）（億円） 件数 
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産炭国石炭採掘・保安技術高度化事業 

• 産炭国からの研修生受入、 

  産炭国への講師派遣 

海外地質構造調査 

• JOGMECによる初期段階の 

  地質調査 

海外炭開発可能性調査 

• 民間企業の探査費の 

  2/3を助成 

海外炭開発高度化等調査 

• 石炭の需給、産炭国の政策、 

  インフラ状況等の調査 

海外炭開発高度化等調査（広域4件） 

（世界の石炭事情調査（世界16か国）、世界及びアジアにおける石炭市場の取引動向、韓国・台湾及び東南アジア諸国の一般炭需要動向等、我が国への石炭供給に 

かかるリスク分析等調査）その他情報提供として成果報告会、石炭投資促進セミナーを開催。 

産炭国共同支援事業 

• 産炭国からの要請に基づく、炭鉱を中心とし

た地域開発プラン策定や環境対策等の調査 

海外炭技術支援事業 

• 石炭現場ニーズ等技術支援事業 

カナダ・米国 

海外炭開発高度化等調査(投資環境調査） 

海外地質構造調査(パリセイドJV） 

中国 

海外炭開発高度化等調査（中国における脱石炭の動き等） 

産炭国石炭採掘・保安技術高度化事業(研修事業) 

モザンビーク 

海外炭開発高度化等調査（石炭開発状況及びモザンビーク炭の市場競争力等調査） 

海外地質構造調査（モザンビーク本格調査） 

海外炭開発可能性調査（レブボー地域） 

産炭国共同支援事業（日本受入・専門家派遣研修事業、 

               クリーンコールタウン計画策定事業） 

ベトナム 

海外地質構造調査（バクスイライ地域） 

産炭国石炭採掘・保安技術高度化事業(研修事業) 

インドネシア 

海外炭開発高度化等調査（森林保全等調査、 

石炭鉱業調査、投資環境調査） 

海外炭開発可能性調査（GDM炭鉱地域） 

産炭国共同支援事業（クリーンコールタウン 

計画事業） 

産炭国石炭採掘・保安技術高度化事業 

(研修事業) 

海外炭技術支援事業（褐炭のブレンド設計 

褐炭のコプロダクション改質） 

オーストラリア 

海外炭開発高度化等調査（豪州石炭開発・生産動向調査、投資環境調査） 

海外炭開発可能性調査（ローレストンサウス地域） 

海外地質構造調査（クリフォードJV、キルメインJV、ディンゴウエストJV） 

インド 

海外炭開発高度化等調査 

(インドにおける石炭需給動向等調査） 

コロンビア 

開発可能性調査(ドラモンド) 



２．課題 
１）支援財源の確保 

 
• 低資源価格下においても我が国企業の上流投資を

下支えしうる十分な支援財源を、国は引き続き確
保すべき。 
 

• 現在の状況は、海外の優良資産買収の好機でもあ
り、十分な情報収集・分析の下で、これを活かす
必要あり。 
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２．課題 
２）制度・運用の見直し 

 
• 低資源価格下においても政策的意義の高いプロ

ジェクトに対しては、従来以上に国がリスクを
とって支援すべき。 
 

• 他方、ＪＯＧＭＥＣが将来にわたり持続的なリス
クマネー供給支援を行うため、健全な財務基盤の
確保が必要。 
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２．課題 
３）プロジェクト審査・管理機能の強化 

 
• 低資源価格下においても精緻な採択審査が行える

よう、必要に応じＪＯＧＭＥＣの審査基準・審査
体制を見直す。 
 

• 低資源価格下において不測の経営状況に直面した
既存プロジェクトに対して、必要に応じ新たな支
援措置を検討できるよう、より重点的に管理を行
う。 
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２．課題 
４）戦略的な技術開発 

 
• 低資源価格下においてプロジェクトの経済性を向

上させるために必要となるコスト削減、生産性向
上等の要素技術に注目すべき。 
 

• このため、現在、ＪＯＧＭＥＣ・ＴＲＣにおいて
「技術開発ロードマップ（仮称）」を策定中。 
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